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【資　料】

Ⅰ．はじめに
　少子高齢化の加速とともに，医療の高度化や在院
日数の短縮化，それに伴う医療提供体制や地域包括
ケアシステム構築等により，看護職者の役割や活動
場所は多様化してきている。そのような社会背景の
なかで，2017年大学における看護系人材養成の在
り方に関する検討会において「看護学教育モデル・
コア・カリキュラム」が策定され，看護者に，様々
な場面で人々の身体状況を観察・判断し，状況に応
じた適切な対応ができる看護実践能力が求められて
いることが明示された（文部科学省，2017）。また，
2002年に示された看護学教育の在り方に関する検
討会報告において，看護実践能力を培うなかで看護
の方法について，「知る」「わかる」段階から「使
う」「実践できる」段階に到達させるための臨地実
習は不可欠な過程であると位置付けられている。さ
らに，臨地実習指導に対する大学としての責任体制
を構築すべきであるとも明示されている（文部科学
省，2002）。
　看護実践能力を培うために必要と位置付けられて
いる臨地実習において学生は，受け持ち患者との関

わりを通して命や人生について考えさせられる体験
や，挨拶や報告，丁寧な言葉遣いという社会的スキ
ルの習得がみられていた。また，看護ケアを提供で
きたこととともに患者からの感謝の言葉を通してモ
チベーションを高めていくという，臨地での体験を
単に学習とだけでなく，人としての成長の機会とも
捉えていた（石川他，2015）。また，精神看護学実
習においては，対象を理解する重要性や，既習のコ
ミュニケーション技術の応用といった知識の活用，
個別性に応じたコミュニケーションや言動の裏側に
ある心理的アセスメントといった対象との関わりを
通して学びを深めていたことも報告されていた（鎌
田，2016）。以上の事から，臨地実習では習得した
知識の確認と活用に留まらず，対象者を通して，医
療者としての姿勢や視点を養う重要な機会であると
考える。
　一方で，看護基礎教育をめぐる課題として，人間
関係の希薄化や生活体験の不足が進んでいること，
コミュニケーション能力の不足があるとの指摘もあ
り，看護基礎教育においても，コミュニケーション
能力の向上のための教育強化が必要であると報告さ
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れている（厚生労働省，2019）。人口や疾病構造の
変化という社会状況のなかで，人と関わる看護職者
を目指す学生が，臨地実習で学びを深め，看護実践
能力を養うために，より効果的な臨地実習方法の工
夫・検討が継続して必要となってくるものと考える。
　そこで，今回，看護学臨地実習において学生2人
で1人の患者を担当して実習を展開するペア受け持
ち実習について，学生と指導者それぞれの立場で捉
えた効果と課題，さらには，ペア受け持ち実習の際
の指導者の工夫について文献より明らかにし，今後
の臨地実習方法の検討の資料とすることを目的とす
る。
　なお，本研究では，看護学領域の臨地実習におい
て，学生2人で1人の患者を受け持つ形で進めてい
く実習のことをペア受け持ち実習とした（ペア受け
持ち実習：以下，ペア実習とする）。

Ⅱ．目的
　看護学臨地実習におけるペア実習において学生と
指導者それぞれが捉えた効果と課題，ペア実習の際
の指導者の工夫について文献より明らかにすること
を目的とした。

Ⅲ．研究方法
１．文献検索方法

　本研究においては，医療体制や教育背景の異なる
海外文献は除き，国内文献のみを対象とした。分析
文献は，検索期間を定めず，医学中央雑誌Web版
およびメディカルオンラインを用いて検索した。検
索の際の検索キーワードは，「臨地実習」「実習」「ペ
ア受け持ち」「2人受け持ち」「ペア実習」「ピア・ラー
ニング」とし，原著論文に限定して検索した。その
結果，ペア受け持ち3件，2人受け持ち0件，ペア
実習16件の計19件が該当した。次に，タイトルと
抄録から重複文献や学会抄録，特集を除いた，最終
12件を分析対象文献とした。
２．分析方法　　

　分析方法は，対象文献を精読し，筆頭著者，研究
テーマ，学術雑誌名，発行年， 研究目的，研究対象
者，実施領域，ペア実習における効果や課題，工夫

などをエクセル表の列トピックとしてマトリックス
（Garrard，2012）を用いて，文献を整理し，表に
まとめた。
　次に，研究対象者によって学生を対象者とした文
献と，実習指導者を対象者とした文献にそれぞれ分
類した。学生を対象者とした文献では，ペア実習に
おける学生自身が捉えた効果と課題について，論文
の結果に記述されている内容をそれぞれ整理し，類
似した内容ごとにまとめていった。実習指導者では，
指導者が捉えた実習上の効果と課題，工夫にも着目
して分析を実施し，各文献の類似する内容ごとにま
とめていった。

Ⅳ．結果
１．分析対象文献の概要（表1）

　分析対象12文献のうち9文献が学生を研究対象
とした文献であり（No.1～ 9），残りの3文献が，
実習指導者・教員を対象とした文献であった（No.10
～ 12）。実習指導者を対象とした3文献のうち1文
献は，ペア実習に実習指導マニュアルを導入・活用
したことによる指導上の効果を評価した内容であっ
た（No.12）。
　次に，ペア実習を実践した実習を領域別にみる
と12文献のうち8文献は，小児看護実習であった
（No.3, 5, 6, 7, 8, 10, 11, 12）。残りの4文献は，基
礎看護学実習（文献No.9），母性看護学実習（No.1）
老年看護学実習（No.4），成人，母性，小児看護学
実習での各実習での実施した経験のある学生を対象
とした文献（No.2）であった。
　全分析対象文献12文献中の7文献は，所属大学
や共著者が重複する2大学でそれぞれ行われた研究
文献であった。（No.6, 7, 8, 12およびNo.5, 10, 11）。
また，分析対象文献の論文報告時期は，2002年に
初めてペア実習に関する論文が発表され，なかでも
2018～ 2021年に発表されたものが8本であった。
2．学生が捉えたペア実習がもたらす効果（表2）

　学生を対象とした文献を分析した結果，学生が捉
えたペア実習がもたらす効果として，〔検討を重ね
ることでケアの質が向上する〕〔対象理解のための
知識の深まりと視点の広がり〕〔学習に対するモチ
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表1　小児看護学臨地実習におけるペア受け持ち実習　分析文献一覧

表2　学生が捉えたペア受持ち実習がもたらす効果
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ベーションの向上〕〔実習に臨む精神的負担の軽減
と安心感〕〔グループ内での関係性の深まり〕〔指導
者・教員との関係性が築きやすい〕の6つの効果が
示された。6つの効果は，『学習効果』『心理的効果』
『副次的効果』の3つに大きく大別された。
1）学習効果
　ペアで実習を行うことで，〔検討を重ねることで
ケアの質が向上する〕〔対象理解のための知識の深
まりと視点の広がり〕の2つの学習効果が示された。
　〔検討を重ねることでケアの質が向上する〕で
は，ペア学生の患者との関わり方を見てコミュニ
ケーション方法を学べていたことが報告されていた
（No.3, 5, 6, 7, 8, 9)。また，援助を分担したため短
時間で実施できたことや2人で相談したアイディア
を活かしてケアのためのツールが作成できたといっ
た事前の打ち合わせやケアの検討により，より良い
ケアに繋げていた（No.3）。小児病棟でのペア実習
では，学生相互に訪室することを実践することや，
どちらかが患児に付き添うこと，ケアの際には対象
の子どもを一方の学生があやすことをするなど，対
象者の負担や苦痛軽減のための支援を話し合うこと
を行っていた（No.5）。看護技術では，患者の負担
を軽減するために役割分担することを検討し，補い
合いながら看護実践をしていた（No.7）。また，役
割分担することで実施者の学生がケアに集中でき，
それによって介助者の学生の思考や振りかえりが深
まり，結果，ケアの質が向上することに繋がること
が示されていた（No.6）。さらに，看護技術実施の
前には学生2人で実施技術を確かめ合ってから技術
提供をすることで，より良い技術方法の確認にも繋
がっていた（No.8）。
　基礎看護学実習でのペア受け持ちと1人受け持ち
での実習後の学習効果を比較した研究では，「患者
の特徴に合わせた援助が十分計画・実践できない」
と記述したカテゴリーは，1人受け持ちで最も多く
18名（37.5％）記述されていたが，ペア受け持ち
では3名（15％）と，受け持ち方法によっての違
いが報告されていた（No.9）。
　〔対象理解のための知識の深まりと視点の広がり〕
では，ペアの学生の患児への接し方を横で見て学び，

自己の関わりと比較して，関わり方を見つめなおす
きっかけとしていた（No.5）。また，役割分担した
なかで，主にケアを実施するペア学生をフォローし
ていく側の学生は，ケアのなかで患児や家族が表現
したことに気が付きやすいという情報量や気付きの
増加がみられ，それらの気付きが深い対象理解に繋
がっていた（No.6）。
　さらに，ペア間での意見交換を通して，自分では
気付かない安全への配慮や不足する点を助言しても
らえたといった，自己の考えが広がった点など，自
己の視点や思考に留まらない学習内容の深まりを学
生は効果として捉えていた（No.3）。また，知識を
広げるための学習方法や学習への取り組みについて
もペアから学ぶことができていた（No.8）。
　老年看護学実習における研究では，ペア実習を行
うことでのケアに対して学生は，「できることの幅
が広がったように思う」「手厚くなった」との記述
がみられていた（No.4）。また，産褥期臨地実習に
おいて1人で担当した年と，ペアで実施した年度の
それぞれの実習後の自己評価（看護過程，子宮復古，
産褥体操，授乳法など）12項目での変化を比較し
た研究では，12項目中6項目でペア実習での学生の
自己評価が上昇していた。上昇した6項目のうち産
褥体操，会陰の清潔という教育的ケアに関与する2
項目が有意に高い結果を示していた（No.1）。
2）心理的効果
　心理的効果として，〔学習に対するモチベーショ
ンの向上〕〔実習に臨む精神的負担の軽減と安心感〕
が示されていた。
　〔学習に対するモチベーションの向上〕では，2
人で受け持つことで積極的に行動できることに繋
がり，また，できたことをペアの学生がほめてく
れることでもモチベーションの向上に繋がってい
た（No.3）。また，相手の良いところを参考にして
モチベーションを上げることや，相手に迷惑をかけ
ないように予習する，ペアの学習状況を確認して励
みにすることもみられていた（No.6）。さらに，ペ
ア学生の実習姿勢が学べることで，自己の学習意欲
の刺激になることやペアのなかでの目標を達成する
ことで達成感を感じ，患者の反応をペア学生同士で
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共有できる楽しさを通じて学習意欲が向上していた
（No.7）。
　〔実習に臨む精神的負担の軽減と安心感〕では，
ペアの学生ができたことを誉めてくれ嬉しかったな
ど，心理的な支えとなっている（No.3）や，挫折
指導になった際にも声をかけてもらえることで実習
が継続でき，ペアの学生が患者に対応してくれるこ
とで，学生自身が落ち着いて考えられ，それが安心
感や心強さにも繋がっていた（No.5）。
　また，看護過程や患者との関わり方を相談できる
ことで，心強さや（No.7, 8）精神的な負担の軽減
にも繋がっていた（No.5）。
　実習中の人間関係と実習満足度を調査した研究に
おいては，ペア学生との関係，患者との関係，実習
指導者との関係，教員との関係の間に，弱い正の関
係が認められていた（No.2）。
3）副次的効果
　実習を行う際の学生の周囲に位置する人々との関
係のなかで，〔グループ内での関係性の深まり〕〔指
導者・教員との関係性が築きやすい〕という学生が
捉えた効果が示されていた。
　ペア受け持ちを行うなかで，受け持ち患者のテー
マや看護過程記録を発表する際には，状況をペア間
で互いに補い合いながら説明することでグループ全
体としての理解に繋がっていた。また，ペアの学生
達は自分たちの受け持ち患者以外にも目を向けるこ
とができ，結果，グループ全体での学習機会が拡大
していた（No.7）。さらに，ペアの学生との関係性
が深められることでケアへの不安や疑問を話せ，そ
れによってグループ全体でのディスカッションも増

加し，結果，メンバー間の仲も深まる（No.8）といっ
た〔グループ内での関係性の深まり〕という効果も
示されていた。
　〔指導者・教員との関係性が築きやすい〕では，
報告の際には，ペアの一方が，不足する情報を補い
ながら報告でき，また，緊張しがちな指導者や教員
との関係性もペアで調整や会話ができることで，緊
張が和らぎ，関係性が築きやすいといった状況がみ
られていた（No.8）
３．学生が捉えたペア実習での課題（表3）

　学生を対象とした9文献を分析した結果，ペア実
習のなかで学生が捉えた課題として，〔学生間の関
係性構築の難しさ〕〔主体性の低下〕〔比較されるこ
とを気にする〕〔患者に対する気遣い〕〔異なる考え
や援助方法調整の難しさ〕〔学習機会が減少するこ
とへの懸念〕〔情報共有時間の確保が難しい〕の7
つの課題が示された。
　7つの課題は，大別すると『学生の内面に生じる
課題』『実習形態から生じる課題』の2つに大別さ
れた。
1）学生の内面に生じる課題
　ペア実習の際，ペアの学生と関係性ができていな
いことや性格が把握しきれていないことから実習よ
りも，まずどのように関係性を深めていけばよいか
に戸惑っていた（No.7）。また，ペア学生へ意見を
求めても言ってくれない，聞いても答えてくれない，
意見が言いづらいことや（No.8），学生本人が中心
にケアを実施するなかで，ペア学生に対して自分が
援助の中心になってしまうことへの心配や，反対に，
自分がケアを実施したらスムーズにできたのではと

表3　学生が捉えたペア受持ち実習での課題
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いう場面があったと，ペア学生に対する不安や不満
などを抱く（No.3）といった〔学生間の関係性構
築の難しさ〕を課題として抱えていた。
　さらに，何かあったら頼ってしまう（No.3）や，
一緒にできることを考えると自分は見学ぐらいで
大丈夫かとペアの学生に甘えて頼ってしまうこと
や（No.7），相手の勢いに押され補助的役割に回る，
相手の意見や思考に引っ張られる（No.8）といっ
た主体性の発揮が阻害される〔主体性の低下〕が示
されていた。
　また，学生は，周囲からペアの学生と比較される
と気にかけ不安に思うことや（No.3, 5, 6, 7），ペア
学生の学習状況やアセスメントや記録物などの成果
物，関わり方に関する状況が見えることで，自分が
劣っている部分が気になる，劣等感を感じてしまう
ことも示されていた（No.6）。カンファレンスでの
計画発表の際には，ペア学生が自分にない視点を発
表することで周囲の学生からの評価とともに，教員
からの評価を，より気にしていることなど（No.8），
〔比較されることを気にする〕ことが課題としてみ
られていた。
　〔患者に対する気遣い〕とは，ペアの学生2 人で
訪室したら患児の表情が戸惑っていたことを感じ
（No.3），限られた病室スペースに学生2人と指導者
や教員と入ることでの患児や家族への圧迫感を懸念
してためらう（No.6, 7）といったペアでの実習が
対象へ与える影響を課題としていた。
2）実習形態から生じる課題
　〔異なる考えや援助方法調整の難しさ〕では，患
者に対してペアの学生間で，どんな看護がしたいか
異なる点や，一方の学生の主張が強いときに，相
手のペースに巻き込まれる。また，自分の意見が
言えて相手の意見も取り入れるバランスの難しさ
（No.5)を学生は感じていた。一方で，ペアの学生
の意向に合わせらない際には，申し訳なく感じるこ
とも示されており，自分のこだわりや慣れた方法で
ケアを実施しにくい点などもがみられた（No.6）。
　また，自分が確認した情報をペアの学生も患者に
聞いていたなど，事前に確認しておかないとケアが
重なる（No.3）ことや，事前に役割分担を決めて

おかないと息が合わず混乱する。即時の決定を求め
られる場面で，話し合いにもたつきタイミングを逃
すことや，突発的な場面で臨機応変に意思疎通を行
い判断することが難しい（No.6, 7）といった課題
も感じていた。さらに，自分が得た情報をどこまで
共有すべきか，学生間で気になる点も異なるため共
有が難しい（No.7）という，相互の考えや視点の
異なりのなかでのすり合わせに難しさを感じていた。
　〔学習機会が減少することへの懸念〕では，患者
と関わる機会やコミュニケーション機会が少なくな
るのではと感じていること（No.6, 7）や，看護技
術経験の回数が減ることに対しても学生は懸念して
いた（No.3, 6, 7）。同時に，指導者や教員から指導
を受ける機会や時間が短くなる可能性や個々で受け
られる指導機会が減るのではないかといった懸念や，
2人で1人分の指導時間であるという感覚を学生は
もっていた（No.6, 7）。
　また，2人で分担した情報収集では，自分が期待
した情報が得られないことや，個々学生のライフス
タイルが異なるため実習時間外で情報共有時間の
確保が難しいという〔情報共有時間の確保が難し
い〕ことがペア実習での学生の課題として示された
（No.6, 7）。
４．指導者が捉えたペア実習の効果と指導上の課

題・工夫（表4）

　実習指導者や教員（以下：指導者）を対象とした
3文献を分析した結果，関わりに困難が生じても2
人で工夫や取り組みが行えること（No.10）や，分
担・協力しながらケアが考えられ，幅広いアプロー
チができること，また学習内容や患者に対する気付
き（No.11）など〔補完しあうことで学習や支援の
幅が広がる〕ことが示されていた。
　また，自分の行ったケアをペアの学生にもわかる
ように状況説明するなかで，思考が整理されること
や，他の学生の行ったケアを見学したのちに一緒に
振り返るなかで，患者の反応を含めた場面の客観視
ができ，気付きも深まるという（No.11）〔客観視
で気付きが深まる〕という効果を感じていた。
　指導者が捉えた課題では，一方の学生の学習が進
んでいるとペア学生も実践できていると判断してし
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まう，どこまでが個別学習なのかがわかりにくい点
や，それぞれの学生によって捉え方が違うときや，
ケアの方向性が異なる際の指導について迷うといっ
た（No.11）〔学習状況やケアの方向性の異なりに
対する指導困難〕が生じていた。また，小児看護学
実習の急性期にある子どもは体調が不安定なだけで
なく機嫌も悪い，母親も余裕がないことが多く，2
名では負担が大きいと感じることや（No.11），関
係性の悪い学生で実習を進めることが本当に患者に
とって良いことかどうか（No.12）という〔状況に
応じたペア継続判断への戸惑い〕があった。また，
学生間の関係性についても関係がうまくいっていな
いときや，どこまで一緒に考えさせるのか，話し合
う関係への介入の程度（No.10, 11, 12）という〔学
生間の関係性への対処とタイミングの難しさ〕がみ
られていた。
　指導者が，ペア実習で実践している，あるいは心
掛けている工夫として，学生個別の記録を確認す
ることや個々に質問をすることで（No.11）〔理解
度や考えを多角的に判断する〕ことを行っていた。
また，技術経験や指導が公平になるよう心掛ける
（No.11）という〔機会の公平性〕を常に心がけて
いた。また，患者の病状や学生状況に応じては，訪
室のタイミングを計ることや，看護師自身の関わり
方から学びを広げてもらう（No.10）など〔患者の
負担にならない配慮〕を行っていた。さらに学びを
深めるために，学生間だけではなく，指導者も一緒
にケアを考える，個々の学生を尊重する，ペア学生

で一緒に考えるように促す（No.11）といった〔相
互尊重できる関係の構築〕を心掛けていた。
　また，ペア実習の指導マニュアルを作成・導入す
ることで，病棟メンバーにもペア実習について理解
してもらえた（No.12）ことも学生の指導に役立つ
工夫の一助となっていた。

Ⅴ．考察
１．学生が捉えたペア実習がもたらす効果と課題

　学生が捉えたペア実習がもたらす効果として，〔検
討を重ねることでケアの質が向上する〕〔対象理解
のための知識の深まりと視点の広がり〕〔学習に対
するモチベーションの向上〕〔実習に臨む精神的負
担の軽減と安心感〕〔グループ内での関係性の深ま
り〕〔指導者・教員との関係性が築きやすい〕の6つ
の効果が示された。　
　学習者同士が相互に協力しながら学びあう学習手
法のことをピア・ラーニングといい，同じような立
場の仲間とともに支えあいながら，知識やスキルを
身につけていくこと（伊藤他，2013）とも位置付
けられ，教育方法として多く導入されている。ピア・
ラーニングは，協働して役割を遂行することで，学
習者が主体的に学ぶ「アクティブ・ラーニング」に
繋がると考えられている。今回のペア実習も，1人
の患者への最善のケアを学生2人で検討していく過
程を通して，〔検討を重ねることでケアの質が向上
する〕といった相互の学びの深まりに繋がっていた
ものと考えられる。看護学部の異なる学年間での

表4　指導者が捉えたペア受持ち実習での効果と課題および指導における工夫
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講義科目におけるピア・ラーニングの研究によると，
ピア・ラーニングの導入によって，学生は，学習ス
キル，批判的思考と問題解決能力，コミュニケーショ
ンスキルが向上し，学習意欲を高めると共に，責任
感が身に付いたことが報告されていた（Loke et al., 
2007）。今回の結果においてもこれら研究と同様に，
ペアの学生の患者との関わり方の考察から，自己の
コミュニケーションスタイルや技術，関わりを客観
視する他者から学ぶ姿勢や，ペア学生の実習姿勢が
学べることで，〔対象理解のための知識の深まりと
視点の広がり〕に繋がっていたと考える。小児看護
学実習では，疾患をもち，辛い状況の子どもと関わ
ることに戸惑いを生じる困難がみられることが報告
されており（小代他，2010），子どもと接する機会
の少なさから，実習での学習以前に，関わりに困難
を生じることも考えられる。また，老年看護学実習
においても8割の学生が，高齢者の特徴の理解，話
しかけても反応がない状況や認知症高齢者とのコ
ミュニケーションなどに困難感を生じていた（福田
他，2011；中川他，2019）。ペア実習では，一方の
学生の患者への関わり方からの学びや（No.3, 5, 6, 
7, 8, 9），ケアの際，相互で協力することで，対象
となる患者の反応を客観視できる余裕をもてる状況
（No.3, 6）に繋がり，学生個々の観察力や思考の幅
が広がるものと考える。
　同時に，対象理解や関わりに困難を生じる実習状
況においてもペア学生が存在することで，心理的支
えや支援方法や看護過程の学習の相談ができる心強
さが得られ（No.3, 5, 7, 8）〔実習に臨む精神的負担
の軽減と安心感〕に繋がると考えられる。さらに，
学生間での安心感を得たことが，後押しとなり，相
手に迷惑をかけないように予習する，ペアの学習状
況や良い所を確認して励みにする（No.3, 6, 7）と
いうペアの学生に対する責任感も生じ，〔学習に対
するモチベーションの向上〕に繋がっていたものと
考える。
　学生が捉えた課題では，ペア実習のなかでの情報
収集では，自分が期待した患者の情報が得られな
いことや学生間の生活時間の異なりなどから生じ
る（No.6, 7）〔情報共有時間の確保が難しい〕とい

う物理的な課題が生じていた。また，相手の意見や
思考に引っ張られて甘えること（No.7, 8）から〔主
体性の低下〕が生じることや，関係性の構築に試行
錯誤して意見の言いづらさ（No.7, 8）や相手に対
する不満（No.3）が〔学生間の関係性構築の難しさ〕
という課題となっていた。さらに，自分の意見が言
えて相手の意見も取り入れるバランスの難しさを感
じることや（No.5)，こだわりや慣れた方法でケア
を実施しにくい（No.6）という〔異なる考えや援
助方法調整の難しさ〕もみられていた。前述した
ピア・ラーニングにおけるネガティブな側面として，
時間確保の問題，学習における受動的態度，学習者
間の個人及び学習スタイルの不一致，チューターの
不十分な知識が報告されている（Loke et al., 2007）。
今回の学生の捉えた課題についても同様な課題が生
じていた。
　以上の課題を踏まえ，自己の考える看護について
十分にペア学生に伝えられる時間を実習のなかで設
け〔情報共有時間の確保が難しい〕状況を改善する
ことが必要である。それとともに，学内での学生の
性格や状況を把握できる立場にある教員は，特に，
学生間の関係性に注意を払い，臨床指導者と情報を
共有しながら関係性の調整を継続して，学習面への
影響を最小限にすることの必要性が示唆された。
２．指導者が捉えた効果と課題・工夫

　指導者が捉えた効果としては，〔補完しあうこと
で学習や支援の幅が広がる〕ことや〔客観視で気付
きが深まる〕といった，支援や学習の視点の広がり
をペア実習の効果と捉えていた。一方で，〔学習状
況やケアの方向性の異なりに対する指導困難〕とい
う2人の学生への個別性を考慮した指導に苦慮して
いた。それらに対し，個別の実習記録を確認するこ
とや個々に質問をすることで到達度や理解度を把握
し，指導に生かす（No.11）といった〔理解度や考
えを多角的に判断する〕指導の工夫を実践してい
た。一方で，学生は，周囲からペアの学生と比較さ
れると気にかけ，不安に思うことや（No.3, 5, 6, 7），
ペア学生のアセスメントや記録物などの学習成果
物，関わり方に関する状況が見えることで，自分が
劣っている部分が気になる，劣等感を感じてしまう
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（No.6）など〔比較されることを気にする〕ことを
課題として捉えていた。指導者は，個別での指導の
際には，学生個々に強みを伝えることや，できてい
る点のフィードバックを行っていくことも必要であ
ると考える。また，学生は，関わる機会やコミュニ
ケーション機会が少なくなること（No.6, 7），看護
技術経験の回数が減ること（No.3, 6, 7），2人で1
人分の指導時間という感覚で，指導機会や時間が短
くなること（No.6, 7）という〔学習機会が減少す
ることへの懸念〕を課題として捉えていた。一方で，
指導者は，技術経験や指導が公平になる（No.11）
という〔機会の公平性〕を心掛けていた。
　学生相互に知識や技術を補完しあいながら対象者
へのケアが実践できる〔補完しあうことで学習や支
援の幅が広がる〕というペア実習の利点や，個別に
指導の相談が行える点等〔機会の公平性〕も実習開
始時に十分に説明することで，学生のもつ心理的負
担を減らすことにも繋がると考える。
　さらに，学生自身は，ペア学生と2人で訪室時に
患者が戸惑っていたこと（No.3），限られた病室ス
ペースへの訪室で患者や家族が圧迫感を感じること
を懸念（No.6, 7）することといった〔患者に対す
る気遣い〕を課題と捉えていた。指導者は，患者の
病状や学生状況に応じては，訪室のタイミングを計
ることや，患者の病状に応じた看護師自身の関わり
方から学びを広げてもらうなど（No.10）〔患者の
負担にならない配慮〕を工夫として行っていた。学
生の患者に対する気遣いは学生自身が捉えた課題で
はあるが，医療者として患者に対する必要となる気
遣いでもある。それら学生の気遣いを，病状や状況
に配慮した支援に発展させるために，看護場面の教
材としていくことも必要であると考える。そのため，
担当患者を決定する際には，個々学生間の学習目標
を臨床指導者と教員間で相談・共有しながら，目標
に相応しい，患者選択が望まれる。
　さらに，指導者からペア実習の指導マニュアルを
導入することで，病棟メンバーにもペア実習につい
て理解してもらえたこと（No.12）が，学生指導の
一助となっていたと示されていた。中村ら（2014）
の調査によると，学生は臨床指導者だけでなく病室

担当の看護師も指導してくれ，辛さを理解するひと
言をかけてくれることで，受け入れられていると感
じていた。また，学生の学びを臨床指導者と教員が
共有することで，学びが深まり，実習がスムーズに
進むと感じていた。学生が実習から多くの学びを得
ていくためには，教員と臨床指導者だけに留まらず，
病棟スタッフともペア実習の方法を共有して，指導
に関わることのできる環境調整を継続していく必要
がある。
３．看護学臨地実習におけるペア実習の導入・活用

に向けての検討

　今回の結果では，分析対象文献12文献のうち9
文献が小児看護学領域でのペア実習を取り上げた文
献であった。日本の15歳未満人口は1465万人，41
年連続の減少で，総人口に占める割合は11.7％で，
48年連続で低下している（総務省，2022）。また，
都道府県間に差があるものの，15歳未満の入院受
療率は減少しており，昭和59年を1とみなした場合，
平成29年では入院患者は0.4まで減少し，病院小児
科は集約化が進んできている（厚生労働省，2020）。
これらの背景の中，看護系大学の増加に伴い，小児
看護学領域に限らず，出産数の減少がみられている
母性看護学領域など，領域によっては実習施設や病
棟への学生受入れ人数が限定されていることも推測
される。同時に，小児看護学領域においては，小児
科の集約化によって入院施設をもつ病院に入院する
子どもの病状も重症化が予測され，結果，受け持て
る子どもの人数や疾患にも影響を与えていることも
推測される。それらが，今回のペア実習を実施して
いる領域や報告論文数に影響を与えたものと考えら
れる。
　2020年春以降，新型コロナウイルス感染症の影
響によって，臨地実習の中止や，受入れ学生数の縮
小，実習時間の短縮など，実習体制や内容の変更を
余儀なくされている。各学校では，臨地実習に代わ
る学内演習やオンライン実習等の工夫を取り入れ，
臨地の場面に近づけた学びの機会を提供し，目標達
成や学生の満足感も得られていることが報告されて
いる（萩原，2022；木下他，2022）。一方で，オン
ライン実習では，コミュニケーションや状況設定の
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理解の困難といった課題も示されている（黒河内
他，2022）。緊急事態宣言下の2020年に入学した
学生のなかには，臨地での基礎看護学実習を経験で
きず，各論実習である領域実習が臨地での初回実習
となることも予測される。また，オンライン講義や
限られた登校日数のなかで学生同士のコミュニケー
ション機会も減少していることが予測され，患者と
関わる実習においては，高い緊張感と関係性構築に
時間が必要と思われる。本来であれば1人の対象者
との関係性の構築から看護問題を抽出し，ケアを立
案，看護実践を行うといった一連の看護過程の展開
を実習において実践力の向上にも繋がり望ましいと
考える。しかし，特に，子どもや高齢者では，前述
したような関わりに困難を生じる可能性もある。学
生の実習における達成感を高める要因として，患者
の回復，患者とのコミュニケーション，看護過程の
展開が効率よく進められた，気持ちをメンバーに理
解してもらえたという項目が報告されている（井城
他，2016）。限られた実習期間での対象理解が難し
いと推測される領域においては，実習展開方法のひ
とつとして導入可能性を探っていくことも必要であ
ると考える。
　一方で，先行研究において，受け持ち患者相互の
目標や支援を学生間で助言，検討しあう小児看護学
実習ミニカンファレンスにおいて，年齢に応じた関
わり方への不安や疾患理解が不十分な実習開始段階
では，学生は積極的にカンファレンスを活用するが，
後半になるとカンファレンスへの参加より患者との
関わりを優先したい思いが強くなっていた（山﨑他，
2019）。ペア実習においても，領域実習を重ねてい
くなかで，患者との関わりや看護過程の展開など，
学生個々で学びの優先順位も変化してくるものと考
えられる。そのため，実習に臨む学生の準備性を考
慮しながら，半年以上におよぶ領域実習のはじまり
の段階においてペア実習を導入するなど，導入時期
の検討も必要であると考える。

Ⅵ．結論
　学生が捉えたペア実習がもたらす効果として6つ
が示された。それら6つは，『学習効果』『心理的効
果』『副次的効果』に大別された。また，学生が捉
えたペア実習の課題は，7つの課題が示され，『学
生の内面に生じる課題』と『実習形態から生じる課
題』に大別された。
　指導者は，ペア実習の際に〔理解度や考えを多角
的に判断する〕〔機会の公平性〕を常に心がけ，同
時に〔患者の負担にならない配慮〕を行っていた。
さらに指導者も含めた〔相互尊重できる関係〕の構
築にも配慮していた。

Ⅶ．研究における限界
　今回の研究では，ペア実習に関連する論文数12
文献と少なく，また，分析した文献のうち9文献は
小児看護学領域における文献であった。そのため，
看護学臨地実習の全ての領域に共通するペア実習の
効果と課題を十分に反映したものとは言い難い。今
後はさらに，領域間での違いなど比較しながら分析
を進めていきたいと考えている。

利益相反
　本研究において利益相反は存在しない。
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